








特集号タイトル 比較 : 在住日本研究者が語る日本の美術と音楽
URL http://doi.org/10.15055/00003755
【全体討論】
〈百 橋 明穂 〉今 の 話 は大変 面 白 く伺 い ま した。私 の長 い 間 の友人 に、Los
AngelesCountyMuseumの日本美術 のキュ レー ターをやってお ります ロバ
ー ト・シ ンガー とい うのがお ります。彼 と話 している と時々妙 な作 品を持 っ
て きて 「これ、いいだろ う」と言 うのです。そ うす ると私 は 「え、そ うか な?」
と思 う。で もそれは新 しい発見 であ りまして、「アメ リカのCountyMuse-
umの ギ ャラ リー に並べ るには こうい うのが いいんだ よ。 こ うい うのが受 け
るんだ」 とい うこ とで、大変面 白い。僕 らだ と、 どう して も時代や地域や ジ
ャンル とか いろいろな ことを考 えて、頭 の中で固定観念がい っぱいあ ります
か ら、 「ええ一、そん なもの?」 とい う具合 になる。 ところが、彼 が提示 し
て くるアイデ アは大 変面 白い。「うん、そ う言 われれば面 白いね」 とい う。
彼の発見 は私 たちに とっても新 しい発見 ということもあ ります。
その ように、彼が何 について発見 したのか、何 についてその価値 を認めた
のか、評価 したのか ということです。それか ら先 は、個 々人の人生経験 な り、
感性 な り、感受性 な り、い ろい ろとあ りますか ら、それ はいいだ ろうと思 う
のです。で も、そ うい うことをいろい ろこの場で討論 される と大変面 白いだ
ろ うと思い ます。私が キャサ リンさんの コメ ンテー ターだったので言い ます
が、キ ャサ リンさんが なぜイ ン ドや 日本で新 しい ものを発見 していったか。
日本 人 さえ も無視 していた もの を発見 しなが ら研 究に進んでいった とい うこ
とも、彼 女の人生経験 な り、フ ィー リングな り、感受性 な りとい うこともあ
るのだろ うと思 うのです。
その話 は前置 きで、エバ さんの発 表にち ょっ と関係す るのです が、乳母 が
絵解 きを してい くというのでパ ッと思いつ いたのは、 『源氏物語 絵巻』 の中
に浮舟 が冊子 の絵 を見ている。横 で乳母 が読み上 げているわけです。源氏物
語か何 か物語 を読み上げている。若い女性 である浮舟が、耳 で聞 きなが ら、
絵巻物 か何 か冊子 の絵 を見 ている。その横 で語 らせ る。 そうする と、彼女 は
おそ らく視覚 的な ものを見 なが ら、耳 か らは言葉 でいろいろ聞か されている。
そ う しなが ら頭 の中のイメージを膨 らませ ていったのだろう と思 うのです。
絵 は1枚 だ けれ どもそれ に対す る読 み取 りはいろい ろで きる。若 い女性で あ
る浮舟 はそうい うふ うに絵 を見 なが ら聞かされている。 も しもそれが年配 の
人 だった ら、男性 だった らどう見 るか。絵 は1枚 であ りなが ら、 いろい ろな
解釈 な りコ ンテクス トの中で、 それはあ くまでその人の人生経験、 フィーリ
ング、感受性 な りの中で読 んで い くこ とになるのだ ろうと思 うのです。
そ うい うものはい ろい ろあ るのだ ろ う。 だか ら、canonとcriteriaは 、そ




















ない。そういう気が したのでエバさんの発表は面白かった。 どうもありが と
うございました。
〈真鍋俊照〉近世の ものについては、絵画に多いと思うのですが、偽物が結
構多いのです。いわゆる 「偽作」です。 しかし日本では、偽作 というものの
概念す らきちんとした学問的な価値観が、批判はしますけれども価値観 とい














































す。日本だったら、昔か ら順繰 りに修復 しているのです。それで、絵画につ
いてはもとの絵 と、修復されたところとある程度分かるけれども。例えば仏
像になると、 もうどんどんと作 りかえ、作 りかえて、最後にもとのものが ど














物」 と 「写 し」 と言うのですけれども、役者の方たちか ら考えると、使える
か使えないかが一番 なのです。江戸時代からたくさん能面を集めたりするの
も、もちろん世阿弥が言っている作家が作っていると言えたらすごく値打ち







〈山川曉〉今の話 とは全 く違うのですが、皆 さんが背負っているバ ックグラ



























〈早川聞多〉私としましては、今 日のご発表では仏画や仏像 のお話 もあり、
















なくて、五感全体を通 して感じ取 るような感覚、体感を含めた仏教でいう 「大
智」のようなものといえましょうか。







論でいう 「気韻生動」の 「生」に通 じることのように思われます。それは人
間全体の生命の感覚みたいなものをどういうふうに表現 しているか、そして
そういうものを感じ取ってそこに魅力を感 じることができるかということを
意味しています。そういうものの見方が、今 日皆 さんが発表された中にたい
へん具体的に出ていたように私は聞きました。
そういう意味で、今日のご発表はそれぞれ貴重なテーマを提起 しておられ
たと同時に、共通の重要な問題を提示してもらえたことをあ りがた く思いま
す。主催者として最後にそういう感想 を持ちました。
156
